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論文本体を閲覧可能



熊大の研究成果をコレクション化
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世界中の研究者から利用
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ふたつの狙い

• 図書館蔵書としての電子コレクション構築
• オープンアクセス化によるVisibilityアップ

–無料でオンライン公開された論文は，5.6倍の被
引用率を持つ（物理学分野）

被引用数アップ

5.6倍!!
（物理学分野）



出版社サイドの姿勢

• 91%のジャーナルが大学サイトでの公開を許
容

• Elsevier，Blackwell，Springer，Wileyを含む
• ポリシーの例（Elsevier）
著者は、論文が受理されて出版された後で、ジャーナルの
審査および編集の過程でなされた変更を反映させるために
原稿を修正し、その修正された著者のバージョンを著者個人
または所属機関のウェブ・サイトに掲載することができます。
この方針は、エルゼビアのすべてのジャーナルに当てはまり

ます。



各国大学の先行事例
マサチューセッツ工科大学（米）

オックスフォード大学（英）

カリフォルニア大学（米）

早稲田大学（日）

千葉大学（日）
トロント大学（カナダ）

オーストラリア国立大学（豪）

インド科学大学（インド）

數位典藏國家型科技計畫 （台）

ドルトムント大学（独）

ケンブリッジ大学（英）

北海道大学

ワシントン大学（米）

ベルゲン大学（ノルウェー）

ロッテルダム大学（オランダ）



他大学の状況まとめ

• 海外先行事例
– 700機関
– 100万論文
（サウサンプトン大学調査）

• 国内（大学として）
– 運用中 １０

– 試験運用中 ７

– 具体的計画 ４０

＊熊本大学は全国で6番目！



熊本大学にとって

熊本大学学術リポジトリの充実

• 研究成果の可視性（Visibility）の向上
• 電子化された知的生産物の長期保存
• 研究成果の社会還元
• 研究・教育資源の共有化
• 大学法人としての本学のアカウンタビリティの向上
• 学術情報流通のオープン化



現況

• 平成18年３月 試験公開

• 平成18年5月 運用開始

–収載文献数 ７００

論文，資料を登録（または、お送り）下さい！



投稿方法

リポジトリホームページの

「論文の投稿・確認」 から

直接投稿 or メール等で送付
＊著作権上、問題無いか確認して、掲載します

問い合わせ先：電子情報係

内線：２２２４

denjo@lib.kumamoto-u.ac.jp

→統合認証画面へ

mailto:denjo@lib.kumamoto-u.ac.jp
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